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はじめに

　
 
こ や ま だ  

小山田遺跡は、高市郡明日香村大字川原に所在

します。平成26年度に実施した県立明日香養護学

校教室棟改築事業にともなう発掘調査（第5次調査）

で、飛鳥時代の大規模な方墳を検出しました。橿

原考古学研究所では、この成果を受け、小山田古

墳の詳細を明らかにすることを目的に、国庫補助

事業による範囲確認調査を継続しておこなってき

ました（第6～9次調査）。

今年度の第10次調査は、墳丘西辺の構造の確認と

墳丘規模を確定するためのデータを得ることを主

な目的としておこないました。

発掘調査の成果

　調査の結果、小山田古墳の墳丘盛土のほか、土

器棺墓を検出しました。墳丘西辺の外表施設は、

検出できませんでした。

　墳丘盛土　墳丘盛土は、単位が明瞭な水平方向

の盛土で構成されていて、幅約1.3ｍを盛土の作業

単位としています。盛土には、砂質土と粘質土を

用いていて、1つの盛土の厚さは、平均すると10㎝

前後です。

 墳丘外表施設　墳丘側からの流入土など後世の堆

積土に室生安山岩や結晶片岩の破片が大量に含ま

れているため、墳丘西辺も本来は北辺と同じく室

生安山岩と結晶片岩を用いた板石積みであったと

みられますが、すべて取り外されて残っていませ

ん。墳丘盛土上に直接墳丘側からの流入土が堆積

する状況や、流入土からの出土遺物、検出遺構と

の関係から、古墳が築造された7世紀中葉から少な

くとも7世紀後半頃までの間に取り外されたとみら

れます。

 土器棺墓　墳丘盛土直上に堆積した墳丘側からの

流入土を掘り込んで埋納されているため、墳丘裾

部が埋没しはじめた時期に設けられたものです。

掘方の規模は、南北39㎝以上、東西約24㎝です。

土器棺は、口径約20㎝、器高約21㎝の長胴甕と胴

部最大径約16㎝、器高11㎝以上の口縁部を欠いた

甕を合わせ口にしたものです。埋納された時期は、

棺に用いられている土器から、7世紀後半から8世

紀初頭頃と考えられます。

まとめ

今回の調査では、小山田古墳の墳丘盛土を検出し

たことから、墳丘西辺部における墳丘構築方法が

判明しました。さらに、墳丘南辺付近における墳

丘の東西幅が、一辺約70ｍの想定位置より西へ広

がる状況を確認しました。

墳丘外表施設が取り外されているため、墳丘西辺

の明確な位置は不明ですが、検出した墳丘盛土面

の傾斜角が、墳丘北辺を構築する際に地山を切土

成形した面の傾斜角と概ね一致することから、墳

丘西辺の位置を絞り込むことが可能となりました。

その場合、小山田古墳の中軸線から、今回の調査

区付近における墳丘盛土裾部までの距離は、約

39.7ｍとなります。外表施設の分を含めて古墳の

中軸線で折り返すと、調査区付近における墳丘東

西幅は、計算上80ｍを超えることになります。

加えて、板石積みの基底の標高は、墳丘北辺では

約115ｍであるのに対して、今回の調査区における

墳丘盛土裾部の標高は約113ｍで、北から南に向か

って低くなります。墳丘西辺における南北の高低

差と墳丘北辺の板石積みの傾斜角が約25度である

ことから考えると、古墳の中軸線が北で西に約14

度の振れを持つのに対して、墳丘西辺は北で西に

約10度の振れを持つことになります。

今回得られた墳丘西辺の振れを古墳の中軸線で折

り返すと、小山田古墳の墳丘裾部は、南にむかっ

てやや広がることになります。したがって、墳丘

南辺の規模は、80ｍを上回ることが確実とみられ

ます。なお、墳丘北辺の規模は、計算上約72ｍと

復元可能で、これまでの想定を追認することがで

きました。

小山田古墳については、墳丘南辺や東辺の確定や

墳丘南側の付帯施設の確認といった課題を明らか

にするために、今後も発掘調査を継続しておこな

う必要があります。
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